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message

氏原 竜也
静岡県吹奏楽連盟副会長

静岡県大学・職場・一般吹奏楽連盟会長
浜松市吹奏楽連盟副理事長

積志ウィンドアンサンブル   団長

　本日は積志ウィンドアンサンブル第41回定期演奏会にご来場賜り、厚くお礼申し上げます。

　私たちは、“地域に根ざした活動”を念頭に、吹奏楽を通じ地域社会の文化発展に寄与する活動を行っています。

なかでも、平成7年から地元の小中高校の金管バンド部・吹奏楽部をお招きして開催している「積志ふれあいコン

サート」は今年で28回目となります。しかし、ここ数年はコロナ禍ということもあり、「積志ふれあいコンサート」は

無観客配信での開催、積志協働センターにて開催していた「積志ほっとコンサート」や「クリスマスコンサート」も

中止を余儀なくされ、地域の皆さまと一緒に楽しい時間を過ごすことがなかなかできませんでした。私たちの地域

への想い、音楽に対する情熱を届けられず、団員一同やりきれない気持ちが募りました。また、“真のウィンドアン

サンブルの追求”を目的とした定期演奏会においても、第39回定期演奏会は中止、第40回記念定期演奏会は入場

者数を半分に制限しての開催となりました。

　そのような中で団員一同、皆で音楽を演奏することの大切さに気づき、一生懸命前を向いて感染拡大防止対策を

施しての練習に取り組んできました。取り組みの中で、地域の皆さんとの繋がりやこれからの吹奏楽の姿を見据え、

今年の第41回定期演奏会には、ともに積志の地で吹奏楽を通じた音楽文化振興に尽力している積志中学校吹奏

楽部の皆さんをお招きすることができました。

　前述のように、ここ数年のコロナ禍で、私たちは練習も制限され、本番の機会を奪われ、思うような活動ができて

いません。それでも私たちは、積志地区の皆さまをはじめ多くの方々の温かいご支援をいただいて、音楽を続け

られることに深く感謝し前を向いて演奏活動を続けたいと思っております。活動を続けることで、「音楽で人々を

元気にしたい、勇気、感動を与えられる」そんな想いが大きく膨らんでいます。

　今後もコロナの影響がどれくらい残るのか分かりません。しかし、私たちは一歩一歩確実に歩みを進めます。そして、

日ごろの温かいご支援にお応えし、地域とのつながりをより一層深くして、より多くの皆さまに愛される楽団となれる

よう精一杯努力して参ります。

　最後になりましたが、本日の演奏会を催すにあたりお世話になりました皆さまに、心からお礼申し上げます。



program

司会者 浅岡 あゆ美
静岡県磐田市出身。磐田北高等学校から名古屋女子大学へ進学し、卒業後アナウンサーとなる。
現在、静岡県下のテレビ・ラジオ放送やCMのナレーション、企業VPナレーション、各種イベントのMC等、
多彩な活動を行っている。三菱社製のエレベーターやエスカレーターの音声も15年ほど担当。
学生時代にはピアノ、クラリネットを嗜み、そして現在では演奏会の司会者として、
自らも積極的に音楽活動に携わっている。

丘の上のレイラ／星出尚志　作曲
Leila on The Hill / HOSHIDE Takashi

吹奏楽のための神話～天の岩屋戸の物語による／大栗裕　作曲
A Myth for Symphonic Band - On the Story of “AMENO-IWAYADO” / OHGURI Hiroshi

浜松市立積志中学校吹奏楽部　ゲスト演奏

ミュージック・メーカーズ／A.リード　作曲
The Music - Makers / Alfred Reed

ウェールズの歌／A.オリヴァー・デイヴィス　作曲
Songs of Wales / Albert Oliver Davis

シーゲート序曲／J.スウェアリンジェン　作曲
Seagate Overture / James Swearingen

　　　
Jurassic Park Soundtrack Highlights / John Williams (Paul Lavender)

ジュラシック・パーク
サウンドトラック・ハイライト

J.ウィリアムズ　作曲　
P.ラヴェンダー　編曲　
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ミュージック・メーカーズ A. リード　作曲

　演奏会のはじまりは吹奏楽の父とも称されるアルフレッド・リードの作品です。今から55年前の1967年5月16日、作曲者

本人の指揮により初演されました。曲は金管楽器による２小節の導入に続いてアレグロのテンポで軽快かつ華やかに幕を

開けます。ギャロップ風の伴奏とともに現れるクラリネットのメロディやそこにカウンターとして連なるフルート、オーボエの

フレーズなど７つのモチーフが次々と断片的に登場します。様々な楽器によって奏でられるモチーフは時には勇ましく、時には

抒情的に、雰囲気や色彩を目まぐるしく変えながら発展していき、ラストは輝かしいコーダで締めくくられます。

　ミュージック・メーカーズという曲名についてリード氏は、イギリスの詩人オショーネシーの "We are the music-makers, and 

we are the dreamers of dreams （私たちは音楽を創る者であり、私たちは夢を見る者である）"ではじまる「頌詩（しょうし）」に

インスピレーションを得て作曲されたものと語っています。詩の内容を現代風に意訳すると「夢の達成に向けて気持ちを高めて

くれる音楽の力って最高！ワクワクする！」といった感じでしょうか（原文は英語で美しい韻を踏んで書かれており、こんな軽い

ノリではありません。念のため）。

　こんな御時世だからこそ音楽の力を信じ、音楽を創る喜びを噛みしめながら、１曲１曲を大切に演奏して参ります。

（解説：Clarinet パート） 

ウェールズの歌 A. オリヴァー・デイヴィス　作曲

　イギリスのウェールズにまつわる６曲を３つの楽章に編んだ組曲です。地理やスポーツに詳しい方ならご存じの通り、イギリス

という国は、イングランド、スコットランド、北アイルランド、そしてウェールズという4つの国からなる連合王国です。ウェールズは

グレートブリテン島の西側に位置し、首都カーディフはロンドンから約240kmで、東京〜浜松市間の距離と同じくらい。面積は

愛知県＋岐阜県＋αが1つの国になっているようなイメージです。

　独立していたウェールズ大公国は1282年にイングランドに併合されたものの、ウェールズの人々は独自の文化と美しい自然

を今なお守り続けています。イギリス皇太子がプリンス・オブ・ウェールズ(ウェールズ大公)と呼ばれ続けているのも、歴史の

なせる業でしょう。またウェールズでは英語とともにウェールズ語が公用語とされており、スコアの使用曲名にもウェールズ語と

英語が並記されています。例えば英語で"I love you."はウェールズ語では"Rwy'n dy garu di."となるのだとか（読めない！）。吹奏楽

やブラスバンド愛好家に馴染み深いフィリップ・スパークの名曲、「ドラゴンの年」のタイトルは、ウェールズ国旗に描かれる赤い

竜に由来しています。 

1. Land Of My Fathers - The Marsh Of Rhuddlan 

組曲の最初はウェールズ国歌「我が父祖の地」。サッカーやラグビーのワールドカップのウェールズ代表の試合で

聞いたことがある方もいるかもしれません。4分の3拍子のゆったりとした音楽の中に国の誇りが感じられる曲

です。途中少しテンポを速め「リズランの湿原」に変わります。リズランは、ウェールズがイングランドに併合される

こととなった戦争の激戦の地。曲は一層感傷的になり、当時の騎士たちへの哀悼のように響きます。最後に「我が

父祖の地」のメロディーが再度現れて終わります。
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2.  Venture Gwen

１楽章に続きゆったりとした曲想の中、祈るような雰囲気のある楽章です。Gwen（グウェン）というのはウェールズ

の女性名で、「白い」「公正な」「祝福された」という意味を持つそうです。夜空のような前奏に続き、中低音のメロ

ディーが現れ、他の楽器に受け継がれていきます。タイトルを訳すなら「進みたまえ、グウェン」といったところで

しょうか。

3. All The Day(Folk Dance) - Rising Of The Lark - Vale Of Rhondda 

終楽章は明るいマーチ。打楽器に導かれて始まる短い前奏にはフォークダンスの「一日中」、主部のマーチには

空高く舞い上がるひばりを歌う「揚げひばり」、トリオには讃美歌「ロンザの谷」が使われています。「ロンザの谷」

はウェールズ南部にある炭鉱で栄えた地域。1907年、ロンザ教会のオルガン除幕式のために、古くからある詩に

曲が付けられ、今ではイギリス全域で親しまれる讃美歌となったそうです。ちなみにロンザは名門ブラスバンド、

コーリーバンドの本拠地で、コーリーバンドが1984年に創立100周年記念に委嘱したのが前述した「ドラゴン

の年」。デイヴィス氏がコーリーバンドを知っていたのか定かでありませんが、どこか縁を感じます。

　作曲者のアルバート・オリヴァー・デイヴィス（1920-1972）はアメリカ人。マーチングバンドや軍楽隊のアレンジャーとして

活躍した他、本曲以外にも民族音楽を取り入れた楽曲を多く残しています。

（解説：Horn パート）

シーゲート序曲 J.スウェアリンジェン　作曲

　今年もスウェアリンジェンの曲を演奏します。「シーゲート」はその名の通り海の門。アメリカの港町で開催されたイベントの

ために書かれたことに由来します。この曲は多彩なメロディ、ちょこっと変拍子、独特の転調、対旋律や伴奏がおいしい…など

演奏しがいがあり、かつ聴きどころも満載です。

彼はスクールバンド向けの作品を数多く手掛けており、「ロマネスク」や「ノヴェナ」など私たちも過去の演奏会で取り上げており

ます。昨年演奏した「コヴィントン広場」も彼の作品です。

　スウェアリンジェンと言えば、昔（ほんの30年前ですが）はコンクールや演奏会でもド定番で取り上げる学校が多かったです。

その時代吹奏楽に明け暮れた方にとっては、思い出の作曲家の一人です。今でも中学生が「ロマネスク」を演奏しているのを

聴くと「いいなぁ、がんばれ！」って思っちゃいます。

　ちなみにこの曲、額賀澪（ぬかがみお）さん作の吹奏楽を題材にした「屋上のウインドノーツ」という小説では、出場するコン

クールの自由曲として登場します。話の中で顧問の先生は「難易度は高くないですが、指導しがいのある曲です」とおっしゃって

います。作者も吹奏楽（打楽器）出身で、この曲は思い出の曲だそうです。私たちも指導されがいのある曲でした。いい思い出と

なりますように。

（解説：Trumpet パート）
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ジュラシック・パーク  サウンドトラック・ハイライト J. ウィリアムズ　作曲
P. ラヴェンダー　編曲

　映画「ジュラシック・パーク」は 1993 年にアメリカで公開されました。映画は全世界で大ヒットし、当時の史上最高の

興行収入を記録しました。監督は言わずと知れたハリウッドのヒットメーカー、スティーブン・スピルバーグ。映画のシナリオ

は同名小説の内容から作られています。

新たなクローン技術によって恐竜を現代に蘇らせることに成功し、生きた恐竜がいるテーマパーク「ジュラシック・パーク」を作り

ます。テーマパークのオープン前に考古学者等を集めてツアーを開催。しかしトラブルが発生しパークに閉じ込められ恐竜に

襲われる事態となってしまいます。果たして無事にパークから脱出できるのでしょうか---。

この映画の音楽を作ったのは、「ジョーズ」や「スターウォーズ」など数々の名曲を手掛けたジョン・ウィリアムズ。この作品でも

実力をいかんなく発揮しており、メインテーマを聴くだけで映画の世界観が浮かんできます。

　冒頭ホルンのソロはパークへの不安と期待を示しているように感じます。そこから木管楽器の連符に誘われるように８分の

12拍子の軽快なリズムへ。生きた恐竜を見た喜びが伝わってくるようです。そしてとても有名なメインテーマですが、トランペット

奏者には音域が高く非常に大変です。パークの壮大な雰囲気が伝えられるように演奏します。

　タイムリーなことにまもなくジュラシックシリーズ最新作「ジュラシック・ワールド/新たなる支配者」も公開予定ですね。一足先

に私たちの演奏で映画の世界観を感じていただければ幸いです。

（解説：Percussion パート）

丘の上のレイラ 星出尚志　作曲

　タイトルの「丘の上のレイラ」と聞いてみなさんはどんな情景を思い浮かべますか？広い丘の上で無邪気に遊ぶレイラちゃん？

それとも、風が吹き渡る丘の上で半生の回顧にふけるレイラさん？レイラとは女性の名前ではありますが、作曲者の星出氏に

よると「特定の人物を表しているわけではない」そうで、「女性かもしれないし、丘の上に立つ像かもしれない。はたまた丘の上に

咲く一輪の花のことかもしれない。レイラは象徴的な存在なのである。」と解説しています。

　曲は静かな導入部からスタート。この曲全体に重要なメロディが、オーボエ、クラリネット、ユーフォニアムのソロで受け継がれて

いきます。導入部に続いて、クラリネットがレイラのテーマを美しく奏でます。丘の上に吹くさわやかな風が思い浮かぶような

場面で、個人的には一番好きな部分。選曲したきっかけもココです！その後、舞曲風の軽快なメロディ、速いテンポの場面を

経て、再び壮大なレイラのテーマが奏でられ、曲はクライマックスを迎えます。

　星出氏は解説の中で「曲の各部分も具体的な情景を表現したものではない。自由なイマジネーションを働かせていただき

たい。」と綴っています。女性の内面的な心情なのか、人の成長や時の流れを表現しているのか。それとも四季のうつろいなのか。

感じ方はさまざまです。どうぞみなさんのレイラを自由に思い浮かべながらお楽しみください。

（解説：Flute パート）

program note
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吹奏楽のための神話～天の岩屋戸の物語による 大栗裕　作曲

　「吹奏楽のための神話」は副題にもなっている天の岩屋戸の物語を描写的に音楽にした作品。伝統あるプロフェッショナル

バンドである大阪市音楽団（現オオサカ・シオン・ウインド・オーケストラ）の創立50周年を記念して作曲されました。外出自粛が

求められ、むしろステイホームで引き篭もっている方が褒められる昨今ですが、日本の歴史上で一番有名な引き篭もりさんと

言えば、おそらくこの物語の中心となる神様  天照大神（アマテラスオオミカミ。以下アマテラス）ではないでしょうか。引き篭もり

の神様と聞くと「あー、あのお話ね！」とピンとくる方もいらっしゃるかと思われますが、まずは天の岩屋戸の物語のあらすじを

簡単に紹介します。

　神々の時代、高天原（タカマガハラ）という世界。太陽の女神であるアマテラスをはじめ多くの神々が暮らしていました。彼女

には建速須佐之男命（タケハヤスサノオノミコト）という弟がいるのですが、彼は粗暴な性格で、好き勝手な振る舞いを続けて

います。その余りの乱暴さにアマテラスは「いい加減にして！」とブチキレ。天の岩屋へ篭もって戸を閉めてしまいました。

アマテラスは太陽を司る神でしたので、世界から日の光が消える最悪の事態に。作物は育たず、疫病が流行し、あらゆる災いが

起こります。さすが神様ともなると話のスケールも壮大です。

困り果てた八百万（ヤオヨロズ）の神々は「この状況を何とかしなくては！」と対策会議をはじめます。作戦参謀は思慮の神である

思金神（オモイカネノカミ）。まずは太陽を呼ぶ鳥とされた常世国の長鳴鳥（今でいう鶏のこと）を集めて鳴かせてみますがこの

作戦は敢えなく失敗。続いて岩戸の前で芸能の女神、天宇受売命（アメノウズメノミコト）に踊りを踊らせ、周りの神々も宴を開いて

場を盛り上げました。これは「楽しそうに騒いでいればアマテラスも様子が気になって出てくるのでは？」という考えから来るもので、

狙い通りアマテラスは外の様子がだんだん気になりだします。

「ん？自分が岩戸に引き篭もって世界は暗闇に満たされているのにどうしてこんなにも楽しそうにしているの？ねぇなんで

なんで？」と不思議に思ったアマテラスは岩戸を少しだけ開きます。そんな彼女に「いや実はあなたよりも美しくて立派な神様が

来てくれたんですよ」と煽る神々。興味をそそられて体を乗り出した隙に、隠れていた力自慢の手力男神（タヂカラオノカミ）が

アマテラスの手を取り岩戸の外へと引っ張り出しました。世界は再び光を取り戻し、乱暴者の弟は高天原から追放され、明るく

平和な時代が戻ってきたのでした。めでたしめでたし！

　さて、演奏の冒頭部ではアマテラスが岩戸に隠れ、世界が暗闇に満ちるおどろおどろしさが表現されます。ゆったりとした調子

の中で様々な楽器による旋律の受け渡しが行われ、その後、長鳴鳥の鳴き声がトランペットにより吹奏されると打楽器群による

軽快な拍子によりアメノウズメノミコトの激しい踊りへと移っていきます。中間部では踊りの軽快さから一転、岩戸に篭もった

アマテラスの怪訝そうな様子が表現されているような旋律が奏でられ、再びアメノウズメノミコトによる踊りが演奏された後に

冒頭部と同様の主題が演奏されアマテラスが岩戸から出てきたところで終演を迎えます。

物語の情景を思い浮かべながらお聴きいただけますと幸いです。

　　（解説：Euphonium パート） 

program note
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member list
団 長
副 団 長
事 務 局 長
事 務 局

氏原 竜也
池ヶ谷 健司　嶋田 喜芳
丸井 達弥
梶原 美絵　杉島 一志

Conductor

 　氏原 竜也

Concertmaster

　大野 徹

Piccolo

　梶原 美絵

Flute

　伊藤 利恵

　寺田 聡実

Oboe

　 木村 まきほ

Bassoon

　 門奈 佳敬

Eb Clarinet

 　山本 貴之

Bb Clarinet

　榎本 克江

　 大野 徹

　 坂本 成海

 　滝本 純子

　津金 恵子

　西野 直美

　虫壁 和也

　
Bass Clarinet

　島 史佳

Alto Saxophone

　大石 愛

　丸井 絵里

Tenor Saxophone

　服部 佳奈子

　松島 唯

Baritone Saxophone

 　金子 和広

Horn

　池ヶ谷 健司

　鰕原 孝康

 　上村 翔平

　末永 雄一朗

Trumpet

 　佐藤 有紗

 　杉島 一志

　長谷川 菜々美 

　福田 徳久

 　間渕 知実

　丸井 達弥

　小島徹郎♪

Trombone

 　匂坂 康平

　嶋田 喜芳

　藤本 昌則

　若松 未来

Bass Trombone

 　髙橋 良宏

Euphonium

 　氏原 英也

　河村 佳奈

　 鈴木 佐枝子

Tuba

　 生熊 純也

　 大原 修

　 鈴木 大介

Percussion

　氏原 絢香

　佐々木 香子

　中野 綾乃

　野寄 祐樹♪

♪=賛助

第40回記念定期演奏会
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information

積志ウィンドアンサンブルでは、私達と一緒に演奏していただけるメンバーを募集しています。
練習見学は随時受け付けておりますので、ご希望の方は HP・ Instagram ・ Facebook ・ Twitter 
よりお問い合わせください。折り返し、担当者よりご連絡を差し上げます。

（中･高校生の方の募集は現在いたしておりません）

【募集パート】
・ホルン　　　・トロンボーン　　　・パーカッション
（その他のパートも随時募集しておりますので、お気軽にお問い合わせください）

♪ 団員募集中 ♪
 私たちと一緒に演奏しませんか？

 ♪団員一同お待ちしております♪

【詳細】
練 習 日
練 習 場 所
団 費
その他経費

：毎週土曜日 18:00－21:30 （合奏19:00－21:00）
：主に積志協働センター（浜松市東区積志町）
：月額1000円 （入団費等はありません）
：定期演奏会開催時にはチケット割り当てがあります

Instagram

HP

Facebook

Twitter
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